
 

 

 

    

      

 

ﾐﾆ特集 学習発表会 2p★単位 6p 
Guests  

鬼沢真之・中野 裕・早川健治・原 裕子 

 

留学から帰ってきて1p☆自分から動くということ9p 
 私の好きな本10P☆ギターっていいわ 11p☆みてかける 13p 

いろいろ知るのは楽しい 14p☆どうして創刊するのか 15p 
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留学から帰ってきて 
 

「Ｉ ＨＡＴＥ ＳＣＨＯＯＬ．」アメリカの友達は言った。「あの先生はくそ

だ。」「授業なんてつまらない。」「学校なんて嫌いだ。」それでも彼らは学校へ来

た。授業中パーティーの(酒やクスリをやる)相談をしながら、それでも出され

た課題をこなしていた。 

何回かつまらなそうに授業を受けていた友達に聞いたことがある。「先生に、

つまらないって言えば？」でも返ってきたのはみんな同じような答えだった。 

一つ目は「成績にひびくから」。アメリカで出された多くの課題はつまらなか

った。良い成績をとりやすい答えが必ずあり、生徒はそれを探しているだけだ

った。課題の表面の部分だけを見てつまらないと言い、そこからいくらでも自

分なりに広がらせられるのに、それをせずに結局自分もつまらない答えをだし

ている。そんな感じだった。生徒は単位のために勉強していた。 

もう一つの答えは「言っても何も変わらないから」。まわりの人と同じである

ことを求め、違うことをいやがる生徒がたくさんいた。そして先生もきれいな

クラスを作ろうとしている人が多かった。みんながそろっていることがきれい

だと考えられていた。自分の授業に自信を持ち、それを否定する生徒をこばみ、

自分のスタイル(ﾌ゚ﾗｲﾄ゙)を守ろうとしている先生が多かった。生徒と一緒に学

んでいる、生徒の発言を大事にしているという先生は少なかった。そのことも

関係してか、自分の意見を言えない、人と本気で話せない、自分自身とも話さ

ない、そんな生徒たちがたくさんいた。 

もちろんアメリカには日本にはない良い所がたくさんある。だけど今回はあ

えて批判的な部分をだしてみた。アメリカは自分の意見をぶつけているという

イメージがあるが、これだって「自由」の国アメリカの一つの側面だ。そして

みんなに聞きたいのは、それははたして「自由」の森学園にあてはまらないだ

ろうか？  

  神座 想（高２） 

 

 

  

～Column ①～ 
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学習発表会の心 
 

２月の１８日から２２日まで、中学高校学習発表会期間というものがあります。学習

発表会とは、自由の森での一年間の学びを振り返り、表現し、そして共有する、そんな

行事です。 

テストの点数による序列化を行わない自由の森では、学習発表会は自分の学びと向き

合う大切な機会であり、それをいかにして表現できるかを試すことのできる場でもあり

ます。 

 学習発表会で何を発表しよう、と考えると、ついつい当日の結果にばかり気をとられ

がちです。しかし、これはとても残念なことです。 

 学習発表会自体もまた、学びの機会の一つです。そして、学びにおいて最も大切なこ

とは、周りから評価される「結果」ではなく、一人一人がいかにして自分の世界を広げ、

いかにして周りとつながることができたかだと思います。 

 また、一口に「学び」と言っても、様々な物事から生じる様々な学びがあるのではな

いかと思います。その中でも特に、授業を通して学び感じたこと、そしてクラスでの活

動を通して学び感じたことを原点として発表作りを考えてほしいと思っています。 

 授業やクラスと向き合うということは、どういうことなのでしょうか。僕らはついつ

い、自分にとって納得にいくように折り合いをつけて振り返るということをしてしまい

がちです。そしていつしか、ありのままから目を逸らすことに慣れ、果ては自分の至ら

なさを「他者への攻撃」というかたちによってうやむやにしようとします。ここまで来

ると、他者の声に耳を傾けることなど到底できません。つながるのも、自分が付き合い

やすい、自分と同質の他者に限られていきます。しかし、これでは本当の学びもつなが

りも生まれません。 

 自分の一年間、特に授業とクラスの一年間のありのままと向き合うことは決して簡単

なことではありません。しかし、そこから逃げないでほしいのです。そして、一人一人

が真摯に向き合うことができたなら、形だけの空っぽな発表ではなく、自分の成長、人

とのつながり、そして来年の再スタートに向かう、充実した意味のある学習発表会にな

るのではないかと思っています。 （2008.1.24） 

                                早川 健治（高３） 
 
 
 
 

～学習発表会 ①～ 
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学習発表会で何が大切なのか 
                        

 そもそも、自由の森はどうして学習発表会をやるのか、ということから語りましょう。 

 

昨年4月に全国一斉学力テストが行われ、日本のほとんどの小6生と中3生が参加しま

した。自由の森は以下2つの理由から、このテストには参加しませんでした。 

その理由の一つは、テストによって測られるものは、学びのごく一部にしか過ぎないとい

うことです。もう一つは、このテストが、各自治体や学校の全国的な競争に拍車をかける危

険性が大きいからです。もちろん自由の森は、学校の考え方になじまないということで参加

しませんでした。 

 今、日本の教育はちょっと前のイギリスの教育政策を導入して行われています。それは、

PDCAサイクルと呼ばれる、主に製造業での品質管理に用いられる考え方を土台にしていま

す。Pは計画（plan）、Dは実行（do）、Cは点検、評価（check）、Aは改善(act)というこ

とを繰り返し行うというものです。実行は具体的には授業を軸とした教育です。国家が目標

を定め、その到達をチェックする。その間の教育は個々の学校に任せるという考え方です。

一見、授業の自由度はあるように感じられますが、目標とその管理は国家が握っているわけ

で、その許容範囲でしかありません。もちろん、点検評価の結果を互いに競い合うことにな

ります。全国一斉学力テストはそういう歯車の役目を負っているのです。 

 そもそも学ぶということは、国が決めた目標に向かって点取り競争をすることなのでしょ

うか。君たち生徒は、工場で組み立てられるテレビや冷蔵庫ではないはずです。 

 

 自由の森では、このような学びの過程ではなく、個々の生徒が学ぶこととそれを表現して

交流し、自ら吟味するという過程を大事にします。これは、学校の教育という限られた場の

学びの形にとどまらない、人間が学び成長していく自然な姿なのだと思います。決められた

ゴールに向かって競い合うことが本来の教育の役目ではありません。自由の森が競争原理に

基づく教育と距離をおくのは、学ぶということの構造に関わる問題だと考えるからです。 

  

例えば、生徒の作成するレポートは、前者のサイクルでは教師が見て点

検評価するものですが、自由の森においてはクラスや学年の仲間にも向

けて発信されるものです。そのことではじめて伝えたいことを選び、伝

わるように言葉を選んでいく「意味」が生れるのです。また、他の誰で

もない「自分」が表現する意味がここにあるのです。 

～学習発表会 ②～ 
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問題だと感じることや、大事だと思うことを社会に発信し、共感や議論が生まれていくよ

うに、学ぶことは社会につながること、参加することと不可分の行為なのです。 

 数年前、ある高校生が全校集会で学習発表会について発言しました。Yさんは、「自由の森

の生徒は受け取るということをもっと大切にすべきだ」と語りました。それぞれが懸命に発

表を作りあげている一方で、他者の表現に耳を傾けるということの大切さに対する意識が低

いということを問題にしていました。もちろんこれは単に「観客」の姿勢の問題ではありま

せん。物理的に発信過多という問題は考えなくてはならないと思います。 

 今、学習発表会の実行委員会を中心に今年度の新しい発表会を企画しています。何をどう

発表したいのかという観点は大切ですが、その上で、「受け取る」「見合う」という側面をも

っと大事にしたらどうでしょうか。そのことによって、新しい学びの可能性をひらくことに

なるのではないかと予感しています。 （2007.1.10） 

鬼沢 真之（高等学校校長） 

                                        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「原稿依頼」について 

「生徒の視点を大切にする」ことは、生徒の意見のみを掲載する、ということでは

ありません。むしろ多彩な意見を積極的に発信していこう、と考えています。それ

は、いろんな意見があることで、多角的に物事を「観る」ことが可能になり、それぞ

れの立場がより鮮明になってくると思うからです。なので、これからも教員に原稿依

頼していこう、と考えています。場合によっては、保護者や卒業生の方にも原稿依

頼のお願いをしたい、とも考えています。ぜひ快諾していただき、それぞれの立場

からそれぞれの声を発してもらえたら嬉しい、と思います。 

頂いた原稿には、基本的に編集メンバーが、コメントを付ける、もしくは対応する

原稿を書く、等といった形で返答します。そこで互いの視点の違いが垣間見られた

ら面白い、と思います。 

 そして最期に。誰かの言葉に、影響を受けるのはいい。ただし、他人の言葉を鵜

呑みにはして欲しくないです。他人の言葉は、結局その人の言葉であり、それを読

んで考えるのは自分です。「解答があるみたいだから思考停止」するのではなくて、

もう少し深く考えてみて、出来れば考えることを楽しんで欲しいです。 

今回、いろんなゲストの方から原稿を頂きました。ありがとうございました！ 
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『学び』を考えないと？ 
 僕は、学習発表会は５日間あるものと思っていました。しかし、話し合いが始まってみる

と、３日間しかないらしい。リハーサルと片付けがあるから、現実的に３日間しか出来ない

だろう、とか言われても。年間日程表にウソが書いてある、ということか。 

 

 今、自由の森学園は、行事を「整理」する方向に向かっている、と感じています。鬼さん

の言葉を借りるなら「物理的に発信過多」な状態だから、ということでしょう。つまり互い

に互いの発信したものを「受け取る」「見合う」ことができないほど、情報が錯綜している、

というわけです。 

 でも僕は、状況はまったく逆だ、と感じています。ばっさりと言ってしまうなら、一部の

頑張っている生徒（高３に多い）と教員は過労と重い責任に悩まされ、その他、「学び」なん

て考えない、多数の人たちは軽く、楽な部分だけ関わっています。そして、たいして面白く

もないありきたりのものばかりになる。（現代日本の縮図、なのかなぁ） 

教員が行事を「整理」しにかかったのは、回路を広くしておいても疲労ばかりが募る、「見

合う」に値する企画も無い。つまり「見合う」情報がない。ならば、もう少し回路を狭めよ

うか、ということだ、と僕は解釈しています。その消極的な対処法は、確かに一定の効果は

ある、と感じます。しかし、副作用があります。どんどんと先細りしていくのです。 

  

  例えば、９月に学園祭をなくす、とします。そうすれば、教員の疲労も少しは解消され、

授業はしっかりするかも知れません。しかし、その分、学校見学者が減る、と保護者の方は

言います。それは入学者のさらなる減少に直結し、次の年から自由の森学園全体の中で、積

極的に動く人の割合が減ることにつながります。そうするとさらに行事をなくすはめになる

と思います。僕は、「受け取る」「見合う」ことより前の段階の、「発信」をもう１度見直すべ

きではないか、と考えています。ありきたりの中に埋没

する、スタンダードを求めるのではなく、自分にしか見

えないモノを人に伝えてみよう、ということです。案外、

他人と自分の認識には大きな違いがあるものです。その

距離こそが面白さを生みます。『学び』ってそういうも

のだろう、と僕は３年間かけて学んできました。 そこ

を見直せば、３日間じゃまとめられない『学び』があふ 

れると思うけどなぁ・・・   （2008.1.28）                      

中島 大地（中３） 

～学習発表会 ③～ 
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    単位への思い 

 
 
自由の森は中学単位制じゃないけど、高校は単位制だ。私は中学から自由の森にいてそのまま

高校にも入学した。高校にも入学して半年以上がすぎての単位制について私が思った事を書こう

と思う。 

 単位は、あるていど取らないと、次の学年に上がれない。だから、「単位が足りないから次の学

年に上がれませんでした」って人がどうしても出てくる事になる。もしクラスに、単位が足りな

いからいなくなってしまう人がいて、その人とはあまり関わりがなかったとする。でもその人と

これから知りあう機会があったかもしれない。そう考えてみると、私が学校に行く大きな理由の

１つにある、人と関わりあう、知りあう、話すという色々な出会いのチャンスを、単位が足らな

いからと言う理由でうばわれてしまう、なんだかそれってすごくもったいない気がする。私はク

ラスから人がいなくなる理由が単位が足りないからというのは、普段自由の森で生活している中

で感じない種類の冷たさを感じた気がした。 

 

私にとって授業は、受けたいから受けるし、課題も出したいから出している。だから自分がや

りたくないものは結構出さないし、やらない。そのスタイルは、自由の森に入ってから私の中に

出来上がったものだなと思う。（いつもいつもそう言うわけにはいかないだろうけど、今はまだそ

れでもいいかなとも思っている。）私は単位制のせいで、授業を受ける、課題を出すと言う事が、

「単位をもらうため」と言う形に自分がなってしまわないかどうかなんだか不安になった。単位

をねらうために学ぶなんておかしいし、自分がまず楽しめないと思う。私は授業も課題も自分が

楽しいからやっていたい。 

だから私にとっての単位は、やりたいから、楽しいみたいからやった事に、かってについて来

た物、という意識でいたいと思う。これが高校に入って私が単位について思ったことです。 

（2008.1.10） 

小金沢 基（高１） 
 
 
 
 
 

～単位 ①～ 
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「単位への思い」を読んで 

   

 

 

まず、始めに。 

 

 高校は、義務教育である中学とは異なり、74単位という単位をもって卒業とする、 

ということが日本の学校では定められている。フリースクールのように「高校」とい 

う名前がない学校ではこのことは関係ないが、「高校」という名が付く以上、この枠 

は無視できない。そして、自由の森は、「高校」である。この枠の中に入っている。 

その枠の中で、自由の森は他の学校とは違うところに、他にはない価値がある。そう 

思う。 

 

 では、自由の森が他の学校と違うところは何か？と考える。恐らく多くの人は真っ 

先に「テストがない」「校則がない」ということを思い付くだろう。しかし、長い時 

間をここで過ごしている内に、それだけではないということが、段々と感じられてく 

る。私もこの学校に来て、自由の森って何を大切にしているのかってことを、ずっと 

考え続けてきた。今も考えてる。自由なこと？通知表を配るだけの評価をしないこと 

？それは全てその通りな気がするのだけど、なにか、その考えには中心となる核のよ 

うなモノが足りないと思っていた。 

 

 でも、今、他の学校と決定的に違うのは授業であると考えている。例えば、公開研 

の授業をクラスで見たとき、たった９０分の授業だけでも私が中学・高校で教わって 

きたのとは全く違っているのが分かった。それは、ある歴史の一場面のことを題材に 

しながら、人間の生の営みの中で、形を変えて繰り返される問題があるということを 

伝えようとしているのだと思った。そして、それを単に説明するだけでなく、みんな 

に考えさせながら、この世界の捉え方を育もうとしているのだということが分かっ 

た。検討会の時間に、「他の学校ではこの部分はどれぐらいの時間を掛けるのですか 

？」と質問したら、「普通は２０分くらいかな。こんなには掛けないよ」と言ってい 

た。 

 

  

～単位 ②～ 
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しかしながら、授業の上辺だけを見て、「つまらない」「興味が湧かない」という 

生徒はいる。そして、自分のその思いこみで教室に姿を現さなかったり、手元の携帯 

ばかりを見ている人がいる。 

 

 それでは敢えて「自由の森」にいて学ぶ意味が無いと、私は思う。他の学校である 

なら、テストのために勉強し、課題やノートは他の人に写させてもらい、上手くやっ 

ていけばいいのだろう。でも、ここは違う。ひとつひとつ世界を見る眼を育み、それ 

が織り重なり、初めてテストでは表せない目に見えない彩りが立ち現れてくる。高１ 

から高２、高３へと学年が上がるに連れて、授業の中身はより深い方へ、考えなくて 

はすぐには答えが出ないようなものになっていく。そのため、一学年ずつ積み上げて 

きたものがなければ、恐らく、どんなにおもしろい授業が目の前で展開されていて 

も、それを「解る」ことができないだろう。考え、理解する力は、それぞれの教科と 

長い時間を掛けて出逢っていくことで、培われていく。（「出逢う」というのは、瞬 

間ではない。時間を掛けて、「出逢う」のだ。そう思う。） 

 

 そういう出逢いの手前にあるのが、単位だと思う。切っ掛けはどうでもいい。その 

枠に縛られるのではなく、それはどうにもあるものだけど、それを超えて、自由に泳 

げるように。そして、自分の中にそれぞれの力を蓄えて、この学校を卒業していって 

欲しいと思っている。 （2008.1.25） 

                          原 裕子（日本語科） 

 
 
 
 
 
 
 
 

C

                                                                   Cham Cat   
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  自分から動くということ。 
 

自由の森学園は生徒主体、といいます。しかし、生徒の意見を集約している組織があるわけで

はありません。教職員会議の決定は、学校の決定です。昔は、生徒が年間日程を考えるのに関わ

っていたというけど、今はそれもありません。教員の言葉を鵜呑みにするだけなら主体性なんて

かけらも無い、と言い切ってしまって良いと思います。 

 

生徒主体なんて可能か？ それ以前に、生徒主体って何なのか？ 

それでも、だからといって、生徒主体を目指す、というスタイルをやめることは絶対に出来な

いはずです。それをやめるのは、自由の森学園がなくなるのと同じことです。少なくとも僕はそ

う考えています。だから「自分から動くこと」を見つめなおす必要があると思います。 

今年度の中学３年生の修学旅行は、「人から学ぶ」「とことん議論する」「深い学び」といったこ

とを主眼に据えてすすめていきました。僕は、とてもいい修学旅行になった、と思ったし、みん

なもそう言っていました。けれど、教員がすすめた部分というのが物凄く大きかったな、とも思

いました。量としてはたいしたこと無い。でも、僕だけかもしれませんが、最重要な部分、核心

の、心の部分は教員主導ですすめられていた、ということを強く感じました。 

もちろんそれが悪いわけじゃないです。実りある修学旅行を目指すためには、それしかないか

も知れません。実行委員会の人たちは苦しみつつ、少しずつ、道を探り、いい修学旅行を作るべ

く努力していました。優しい見方をするなら、その努力が報われたのだ、とも言えます。 

 

 そして、今年度（去年）の入学式についても同じことが言えます。入学式のあまりのスムーズ

さに、自由の森学園の元保護者が怒ったそうです。「どうも生徒が進めているとは思えない（つま

り、教員が進めているということ）。自由の森学園はどうなってしまったんだ！」 

でも、時間がないし、しかたがないとも言えます。まさか、新入生を中途半端な入学式で迎え

るわけにはいきません。それなりに教員がフォローしてあげないと、春休み明けになって、準備

が終わっていませんでした、ではすみません。 

自分から主体的に動くことは、とても苦しいことでもある、と思います。 

 

  あなたは、誰かの掌（てのひら）の上で踊っているだけでは

ないのか？ 

足元を見つめてみて欲しいです。 

中島 大地（中３） 

～Column ②～ 
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